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pp.128-129）
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4. 現代社会学事典 2012年12月 弘文堂（3項目執筆）

【論文】
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身体の観念あるいは精神―スピノザにおける精
神とその認識の起源的定位 1981年 3月 『カルテシアーナ』No.3、pp.1-32

2. デカルトにおける物体の概念 1982年 1月 『待兼山論叢』No.15、pp.1-16

3.
スピノザ『国家論』における《Imperium（統治権
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「残りの者」―あるいはホッブズ契約説のパラ
ドックスとスピノザ 1988年 3月 『カルテシアーナ』No.8、pp.27-62
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「われらに似たるもの」―スピノザにおける想
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21.
スピノザの預言論
―『神学政治論』読解に向けて 1998年 7月 『批評空間』Ⅱ-18

22.
スピノザの共有信念論―『神学政治論』におけ
る「きわめて平凡でありふれたもの」について 1998年11月 『山口大学哲学研究』Vol.7、pp.61-80
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37. Spinoza on Prophetic Certainty 2007年 3月 Philosophia OSAKA, No.2, pp.63-83

38.
意味と出来事と永遠と
―ドゥルーズ『意味の論理学』から 2008年 1月 鈴木泉、小泉義之、檜垣立哉編『ドゥルー

ズ／ガタリの現在』平凡社、pp.20-40

39. スピノザと群集の声 2008年 1月 『現代思想』Vol.36-1、pp.175-185

40. スピノザと聖なるテクスト 2008年 3月 飯倉洋一編『テクストの生成と変容』（研究
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41.
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53.
私はある、私は存在する─デカルト（三）（様
相の十七世紀─哲学史のワンダーランド 4） 2010年10月 『本』講談社、No.411、pp.2-6（2段組）

54.
無根拠の支えとしての神─デカルト（四）（様
相の十七世紀─哲学史のワンダーランド 5） 2010年11月 『本』講談社、No.412、pp.2-6（2段組）

55.
心身問題とその彼方─デカルト（五）（様相の
十七世紀─哲学史のワンダーランド 6） 2010年12月 『本』講談社、No.413、pp.2-6（2段組）
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61.
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62.
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65.
契約説のパラドックス─ホッブズ（三）（様相
の十七世紀─哲学史のワンダーランド 16） 2011年10月 『本』講談社、No.423、pp.2-6（2段組）

66.
決定論の彼方、自由としての必然
─スピノザの場合（後日考を付す） 2011年10月 『西日本哲学会年報』No.19、pp.145-160

67.
約束という暴力─ホッブズ（四）（様相の十七
世紀─哲学史のワンダーランド 17） 2011年11月 『本』講談社、No.424、pp.2-6（2段組）

68.
ふたたびホッブズとスピノザ（様相の十七世紀
─哲学史のワンダーランド 18） 2011年12月 『本』講談社、No.425、pp.2-6（2段組）

69.
ライプニッツ、あるいは世界の修復（様相の十七
世紀─哲学史のワンダーランド 19） 2012年 1月 『本』講談社、No.426、pp.2-6（2段組）

70.
スピノザの崖っぷちから引き返す─ライプニッ
ツ（一）（様相の十七世紀─哲学史のワンダー
ランド 20）

2012年 2月 『本』講談社、No.427、pp.2-6（2段組）

71.
世界の奥行きを創出する─ライプニッツ（二）
（様相の十七世紀─哲学史のワンダーランド 21）2012年 3月 『本』講談社、No.428、pp.2-6（2段組）

72.
ここが最善世界であるかのように─ライプニッ
ツ（三）（様相の十七世紀─哲学史のワンダー
ランド 22）

2012年 4月 『本』講談社、No.429、pp.2-6（2段組）

73.
連続体の迷宮─ライプニッツ（四）（様相の十
七世紀─哲学史のワンダーランド 23） 2012年 5月 『本』講談社、No.430、pp.2-6（2段組）

74.
魂の深さ、世界の深さ─ライプニッツ（五）（様
相の十七世紀─哲学史のワンダーランド 24） 2012年 6月 『本』講談社、No.431、pp.2-6（2段組）
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ホッブズとスピノザ
─われわれは自分の外にいる 2012年 6月
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76.
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77. スピノザ『エチカ』の〈定義〉 2012年 7月 『アルケー』No.20、pp.42-53
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デカルトは矛盾しているか？
─心身の実体的区別と合一─ 2012年12月 『待兼山論叢』No.46、pp.1-18



- vii -

81.
真理・意味・主体
─デイヴィドソンの根元的解釈とラカン 2012年12月 『ジャック・ラカン研究』No.9/10、pp.214-235

82.
まなざしなき無限、記憶なき永遠
─スピノザの奇妙な形而上学 2014年 4月 『哲学』No.65、pp.56-72

83. 虚軸としてのスピノザ、あるいは石像の宴 2014年 4月 『思想』No.1080、pp.80-94
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Ordinary and Usual Things, or Common Belief in 
Spinozaʼs Tractatus Theologico-Politicus 2015年 3月 Philosophia OSAKA, No.10, pp.27-37

85. アンリとスピノザ、その近さと遠さ 2015年 5月 上野修『ミシェル・アンリ研究』No.5、pp.1-13
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Are the Real Distinction and the Substantial Union of 
Mind and Body in Descartes in Contradiction?
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【書評】

1. Ｇ・ドゥルーズ著『スピノザと表現の問題』 1992年 1月 『週刊読書人』No.1918、p.3

2.

“Book Review: Pierre-François Moreau, Spinoza. 
Lʼexpérience et lʼéternité. Paris, Presses Universitaires 
de France, 1994”, Geschiedenis documentatieblad van 
de werkgroep “Sassen”: Wijsbegeerte in Nederland: 
De Wijsbegeerte van het fin de siecle.

1995年12月 Jaargang 6 dubbelnummer 1995, pp.230-231

3.
エマニュエル・レヴィナス著『聖句の彼方―タ
ルムード―読解と講演』 1996年 4月 『週刊読書人』No.2130

4.
Spinoza Scholarship in Japan: Spinoza to seiji-teki na 
mono (Spinoza and the Political), Heibon-sha, Tokyo, 
1995

1996年12月 Studia Spinozana, Vol.10, pp.387-392

5. イルミヤフ・ヨベル著『スピノザ　異端の系譜』 1998年 7月 『週刊読書人』No.2244、p.4

6. アルチュセール『哲学・政治著作集』 2000年 3月 『思想』No.909、pp.94-98

7.
佐藤拓司著『堕天使の倫理―スピノザとサド』
（東信堂） 2003年 9月 『フランス哲学・思想研究』No.8、pp.178-

182

8. 佐藤一郎著『個と無限―スピノザ雑考』 2005年 8月 『フランス哲学・思想研究』No.10、pp.218-
221

9. 小泉義之著『病の哲学』（筑摩書房、2006） 2007年 8月 『フランス哲学・思想研究』No.12、pp.177-
179

10.
Osamu Ueno on Balibar: Spinoza: From Individuality 
to Transindividuality

2008年12月 Studia Spinozana, vol.16, pp.278-280

11.
アントニオ・ネグリ著、杉村昌昭・信友建志訳『野
生のアノマリー―スピノザにおける力能と権
力』

2009年 2月 『図書新聞』No.2904

12.
福岡安都子『国家・教会・自由─スピノザとホ
ッブズの旧約テクスト解釈をめぐる対抗』 2010年 3月 『法制史研究』Vol.59、pp.384-388
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27.
上野修『スピノザの世界　神あるいは自然』（講
談社現代新書）の合評を受けて 2005年 7月 handai metaphysica研究例会（大阪大学）

28.
上野修著『スピノザの世界―神あるいは自然』
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立オリンピック記念青少年総合センター）

38. 〈私〉とは何か―永井均に聞く 2009年 3月
科学研究費補助金基盤研究（C）、〈私〉の
言語論的存立構造の哲学的研究シンポジウ
ム（大阪大学）

39.
真理と主体
─デイヴィドソンの根元的解釈とラカン 2010年10月 日本ラカン協会第 10回ワークショップ「後
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